


１．経緯
今年2019年の１月に募集締切された、第３回内閣府RESASアプリコンテストに、
株式会社プロディジから、「ミリョク発掘アプリ」として応募し、数百の応募の
中から８社のファイナリストに選ばれ、同年２月の内閣府での最終選考プレゼン
で、最優秀、優秀、に次ぐ、ＨＩＳ賞を受賞。
（ https://opendata.resas-portal.go.jp/contest3rd/index.html）

２．株式会社プロディジ
大分出身の代表の山嵜が、2005年に秋葉原にＩＴ企業を創業し、１３年目の昨
年秋、満を持して大分支社を設立。観光・ＥＣをターゲットに、大分の人々や企
業の役に立つ事業・サービスを展開する。

３．「ミリョク発掘」アプリ
「ミリョク」とは、自分から言うものでは無く、周りが感じるものではなかろ
うか？そういう観点から、ツイッター等のクチコミに注目し、人の動きのオープ
ンデータを利用して、大分のどこに、何をしに、どこから人々は来ているのか？
を、発掘・分析するアプリ。

https://opendata.resas-portal.go.jp/contest3rd/index.html


アプリ概要

・ＳＮＳ投稿の数をヒートマップで表現
・クリックした場所の・・・
・滞在者数
・ツイッター投稿
・インバウンドの言語種類
・何をしに来たかの分類

・・・を表示します

・今後は・・・
・ＡＩを使って、何をしに来たのか？

の分析だけでなく、その結果、何をした
ら良いか？の提案まで出来る様にする
・FaceBook、Instagram、WeChat、

WhatsApp、などへＳＮＳ分析を拡げる
・行政・事業主が利用し易い管理画面

の開発（発掘・分析・対策）



システム図（ 現プロトタイプ ）
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アプリ詳細１（ 現プロトタイプ ）
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アプリ詳細２（ 現プロトタイプ ）
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アプリ詳細３（ 現プロトタイプ ）
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アプリ詳細４（ 現プロトタイプ ）
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アプリ詳細５（ 現プロトタイプ ）
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活用事例１（ 現プロトタイプ ）
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活用事例２（ 現プロトタイプ ）
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運用スパイラル
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今後１（ 想定しているベータ版 ）
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今後２（ 想定しているベータ版 ）


